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複合用途（ホテル・飲食店等）

㎥

、

　水噴霧消火設備等 ( 水噴霧消火設備、泡消火設備、不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火

設備、粉末消火設備 ) を設置した対象物から出火した火災は 109 件発生しました。このうち３

件が効果的に作動しています。内訳は、複合用途建物の地下駐車場で泡消火設備が作動した火災、

複合用途建物の地下機械式駐車場で不活性ガス（窒素）消火設備が作動した火災、危険物施設

一般取扱所である研究実験室で不活性ガス（二酸化炭素）消火設備が作動した火災が各１件と

なっています。



複合用途（ホテル・飲食店等）
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　自動火災報知設備の作動状況は、図 7-3-1 のとおりです。自動火災報知設備が設置されて

いる防火対象物から出火した 1,319 件のうち、設備が作動する必要があった火災は 568 件

（43.1％）となっており、このうち作動した火災が 559 件（98.4％）、作動しなかった火災が

９件（1.6％）となっています。火災の規模が小さいうちに消し止めたため、作動するまでに

至らなかった火災は 751 件（56.9％）となっています。

　自動火災報知設備が作動した火災 559 件のうち、544 件が効果的に作動しており、自動火災

報知設備の奏効率は 97.3％と高い割合を示しています。このことから、自動火災報知設備が

火災被害の軽減に非常に有効であることが分かります。

　なお、図 7-3-1 中の「効果的であった」とは、自動火災報知設備の作動により発見・通報・

初期消火等の何らかの行動があり、被害軽減等の効果があったものをいいます。
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複合用途（飲食店・物品販売店舗等）

建物部分焼１棟　天井５㎡、レンジフード１等焼損
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